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五　

月

　

特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
担
当
者
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
刊

　

第
一
回
理
事
・
評
議
員
会

六　

月

　

各
研
究
部
研
修
予
定
集
約

七　

月

　

会
報
109
号
発
刊

　

言
語
・
難
聴
部
（
28
日
）

　

肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部
（
29
日
）

　

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部
（
30
日
）

八　

月

　

知
的
障
害
部
研
修
（
４
日
）　

　

全
特
連
関
ブ
ロ
大
会
千
葉
大
会
（
８
日
）

　

上
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

妙
高
大
会
（
19
日
）

十　

月

　

全
特
連
全
国
大
会
宮
崎
大
会
（
30
・
31
日
）

十
一
月

　

中
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

長
岡
東
大
会
（
11
日
）

　

下
越
地
区
特
別
支
援
教
育
研
究
大
会

　
　
　

村
上
・
岩
船
大
会
（
28
日
）

十
二
月

　

関
ブ
ロ
実
行
委
員
会
（
11
日
）

二　

月

　

第
二
回
理
事
会
（
５
日
）

　

会
報
110
号
発
刊

平
成
二
十
六
年
度

主
な
行
事
予
定

　

平
成
19
年
度
に
特
別
支
援
教
育
が
歩
み
出
し
て
今
年

度
で
八
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
特
別
支
援
教

育
へ
の
理
解
が
進
み
特
別
支
援
学
教
育
の
対
象
児
童
生

徒
数
は
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
新
潟
県
で
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
間
に
特
別
支
援

学
級
の
学
級
数
は
、
約
一
・
四
倍
の1,164

学
級
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
数
も
、
約
一
・
六
倍
の

4,798

人
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

い
え
ば
、
児
童
生
徒
数
も
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
ま
で
の
間
に
、
約
一
・
四
倍
の1,864

人
と
な
り
、

ど
ち
ら
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

特
別
支
援
教
育
が
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
教
育
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、

市
民
権
を
得
た
た
め
で
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
。

　

そ
の
反
面
、
対
象
児
童
生
徒
数
が
増
え
、
特
別
支
援

学
級
数
も
増
え
た
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

新
潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

会
長　

渡
辺
　
　
徹

特
別
支
援
教
育
の
課
題

　

そ
の
最
大
の
も
の
が
、
教
員
の
人
材
確
保
、
人
材
育

成
、
専
門
性
の
向
上
と
い
っ
た
課
題
で
す
。
児
童
生
徒

の
増
加
と
と
も
に
障
害
の
重
複
化
・
多
様
化
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
特
別
支

援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
、
通
級
指
導
教
室
の
担
当
者

の
確
保
と
育
成
が
不
可
欠
で
す
。
専
門
的
な
知
識
と
技

能
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
シ
ス
テ
ム
、
研
修
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
課
題
は
、
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
の
実
現
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
個
別
の
指

導
計
画
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
計

画
に
基
づ
い
て
適
切
な
目
標
を
設
定
し
、
実
践
・
評
価

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
校
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
実
現
の
た
め
、
な

お
一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

三
つ
目
の
課
題
は
、
学
校
に
お
け
る
校
内
支
援
体
制

の
整
備
で
す
。
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
特
別
支
援
教
育

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
校
内
委
員
会
を
機
能
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
な
会
を
も
っ
て
情
報
を

共
有
し
、
支
援
の
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

四
つ
目
の
課
題
は
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
業
生

の
就
労
支
援
に
関
す
る
課
題
で
す
。
知
的
障
害
特
別
支

援
学
校
高
等
部
の
生
徒
の
増
加
・
多
様
化
の
た
め
、
実

習
先
、
就
労
先
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
県
の
施
策
に
基
づ
き
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
特
別
支
援
教
育
研
究
会
も
本
県
の
特
別
支

援
教
育
の
充
実
の
た
め
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
教
職
員
の
専
門
性
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
各
地
区
ご
と
の
研
究
大
会
、
障
害
別

の
研
修
会
を
県
内
各
地
で
開
催
し
ま
す
。
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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一　

障
が
い
者
と
情
報
技
術

　

Ｉ
Ｔ
と
は
情
報
技
術
の
略
称
で
あ
る
。
そ
の
画
期
的

な
点
は
、
汎
用
性
の
高
い
情
報
処
理
装
置
で
あ
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
全
部
つ
な
げ
て
、
文
字
、

画
像
、
動
画
な
ど
の
情
報
を
双
方
向
で
自
由
に
や
り
と

り
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
技
術
は
、

健
常
者
よ
り
も
障
が
い
者
に
と
っ
て
画
期
的
で
あ
る
。

健
常
者
は
こ
れ
ま
で
も
あ
ら
ゆ
る
感
覚
を
使
い
、
自
由

に
動
い
て
情
報
を
集
め
、
か
つ
発
信
も
で
き
た
。
一
方
、

障
が
い
者
は
感
覚
も
運
動
も
制
限
さ
れ
る
た
め
、
情
報

を
受
け
取
る
こ
と
も
発
信
す
る
こ
と
も
制
限
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
感
覚
と
運
動
能
力
の
不
足
を
補
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
の
制
限
は
低
減
な
い
し
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
を
実
現
し
た
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
今
や
視
覚
情
報
は
声
や
警
告
音
な
ど

の
音
声
情
報
に
、
聴
覚
情
報
は
文
字
や
光
な
ど
の
視
覚

情
報
に
変
換
で
き
、
移
動
し
な
く
て
も
ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ

を
使
え
ば
遠
隔
会
議
に
も
参
加
で
き
る
。
双
方
向
で
あ

る
か
ら
自
分
か
ら
発
信
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｔ

は
障
が
い
者
の
心
身
機
能
を
補
う
支
援
技
術
と
な
っ
て

い
る
。
問
題
は
、
障
が
い
者
が
こ
の
画
期
的
な
技
術
を

利
用
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
の
開
発
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

二　

障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性

　

昨
年
末
、
つ
い
に
日
本
は
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准

し
、
そ
の
準
備
と
し
て
障
害
者
基
本
法
を
改
正
し
、
障

害
者
差
別
解
消
法
を
制
定
し
た
。
と
い
っ
て
も
現
場
が

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
が
平
成
二
十

年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
新
潟
市
の
障
が
い
者
は
支
援

技
術
の
恩
恵
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
例
え

ば
、
肢
体
不
自
由
者
の
自
立
に
必
要
な
環
境
制
御
装
置

と
オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
キ
ー
ボ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ91.5%

、

86.4%

の
肢
体
不
自
由
者
が
知
ら
な
か
っ
た
。
他
の
障

が
い
種
別
で
も
同
様
な
結
果
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
新

潟
市
の
障
が
い
者
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
支
援
技
術
を
知
っ
て

す
ら
い
な
か
っ
た
。
こ
の
現
状
は
今
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
。

　

障
害
者
基
本
法
の
第
二
十
二
条
に
は
「（
前
略
）
障

害
者
が
利
用
し
や
す
い
電
子
計
算
機
及
び
そ
の
関
連
装

置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
の
普
及
、
電
気
通
信
及
び

放
送
の
役
務
の
利
用
に
関
す
る
障
害
者
の
利
便
の
増
進
、

障
害
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
施
設
の
整
備
等
が

図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
あ
る
。
障
害
者
差
別
解
消
法
の
第
七
条
二
に

は
「
行
政
機
関
等
は
、
そ
の
事
務
又
は
事
業
を
行
う
に

当
た
り
、
障
害
者
か
ら
現
に
社
会
的
障
壁
の
除
去
を
必

要
と
し
て
い
る
旨
の
意
志
の
表
示
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
、（
中
略
）、
社
会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い

て
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」と
あ
る
。こ
れ
に
従
え
ば
、特
別
支
援
学
校
は
、「
Ｉ

Ｔ
関
連
の
支
援
技
術
を
教
育
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
保

護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
人
と
機
材
の
両
方
の

環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
私
は
新

潟
市
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
平
成
二
十

年
十
月
に
新
潟
市
と
共
同
で
開
設
し
た
。
そ
の
後
、
新

潟
市
の
障
が
い
者
が
必
ず
関
わ
る
病
院
と
学
校
を
中
心

に
徹
底
的
に
介
入
し
、
支
援
実
績
を
増
や
し
て
き
た
。

平
成
二
十
五
年
度
の
実
績
で
は
、
支
援
件
数
は
月
平
均

六
十
二
件
、
講
演
・
講
座
・
研
修
会
は
年
六
十
一
件
に

お
よ
ぶ
。

三　

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

　

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
障
害
者
権
利
条
約
、
障

害
者
基
本
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
が
規
定
す
る
Ｉ
Ｔ

関
連
の
支
援
技
術
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
次
の
整
備

が
急
務
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
全
教
員
へ
の
啓
発
お
よ
び

支
援
技
術
を
専
門
と
す
る
教
員
の
各
校
へ
の
配
置
、
も

う
ひ
と
つ
は
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
含

む
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

　

最
後
に
教
員
の
再
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
。
総
論
だ

け
な
ら
二
、
三
時
間
も
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
か
ら
、
全

教
員
の
啓
発
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
。
問
題
は
専
門

教
員
の
育
成
で
あ
る
。
資
格
と
し
て
は
、
全
日
本
情
報

学
習
振
興
協
会
が
行
っ
て
い
る
福
祉
情
報
技
術
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
（
一
〜
三
級
）
が
あ
る
。
今
年
か
ら

新
潟
県
作
業
療
法
士
会
と
共
催
で
、
こ
の
試
験
を
受
験

す
る
た
め
の
講
座
（
全
五
回
）
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
じ
こ
と
を
新
潟
市
教
育
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で

行
え
ば
、
新
潟
市
内
の
す
べ
て
の
特
別
支
援
学
校
に
、

資
格
の
も
っ
た
教
員
を
配
置
で
き
る
。
そ
の
支
援
技
術

専
門
教
員
を
本
セ
ン
タ
ー
が
支
え
る
と
い
う
階
層
的
支

援
体
制
を
作
れ
ば
、
多
く
の
児
童
・
生
徒
の
学
習
を
支

援
で
き
る
。
と
い
う
よ
り
、
現
場
の
先
生
方
の
教
育
を

支
援
で
き
る
。

　

特
別
支
援
教
育
で
も
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
支
援
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
が
法
律
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
新
潟
市
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
。
心

か
ら
お
願
い
し
た
い
。

新
潟
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科

　
　
　
　

工
学
部
福
祉
人
間
工
学
科

教
授　

林
　
　
豊
彦

新
潟
市
障
が
い
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
任
）

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
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平成26年度　県特支研　役員� ※敬称略

会 長 渡辺　　徹（鏡淵小）

副 会 長 熊木　泰広（南本町小）　　　小林　　修（三条小）
鷲津　毅史（新潟市立東特別支援）

理 事

①小林　啓一（新井中央小）②本間　秀宜（大洲小）　　③島倉　昭宏（千手小）
④坂本　寛二（今町小）　　⑤本田　俊夫（北辰小）　　⑥片野　　亨（新津第五中）
⑦齋藤　進一（新津第一小）⑧齊川　　豊（万代長嶺小）⑨浜田　　尚（小針小）
⑩坂井　　智（外ヶ輪小）　⑪工藤　昭規（西神納小）　⑫金内敬太郎（五泉小）
⑬池　典比古（真野中）　　⑭松岡　義男（県立高田特別支援）
⑮小玉　義明（見附市立見附特別支援）　⑯藤村　修（新潟市立西特別支援）

会計監査 靏本　修一（糸魚川小）　西山　宗彦（長岡・新町小）　伊藤　喜一（水原小）

平成26年度　県特支研　評議員� ※敬称略
上
越
地
区

上 越
井澤　文夫（飯小）

柏 崎 ・ 刈 羽
池田　和弘（半田小）

八木　一志（浦川原中） 山本　睦子（第五中）
糸 魚 川 吉田　一郎（大和川小） 妙 高 丸山　治夫（斐太北小）

中
越
地
区

長 岡 ・ 三 島
植木　志郎（栖吉小）

三 条
湯浅　昭司（長沢小）

髙野富士雄（大島中） 遠藤　精一（第一中）
燕 ・ 弥 彦 鈴木　正尚（燕西小） 加 茂 ・ 南 蒲 山川　雅己（葵中）
見 附 山口　玲子（名木野小） 小 千 谷 松井周之輔（小千谷中）
十日町・中魚 渡邊　喜則（川治小） 魚 沼 菊地　俊郎（広神西小）
南 魚 沼 田村　　豊（湯沢中）

下
越
地
区

北 蒲 名古　善晃（蓮野小） 新 発 田 南雲　正紀（佐々木小）
村 上 ・ 岩 船 山崎　　明（関川中） 胎 内 金子　　智（きのと小）
阿 賀 野 本間　正人（笹岡小） 五 泉 谷　　　均（五泉北中）
佐 渡 本間　健人（加茂小） 東 蒲 橋谷田裕治（津川小）
新 潟 ・ 東 区 稲垣　　知（東中野山小） 新 潟 ・ 北 区 臼杵　勇人（葛塚東小）
新潟・江南区 山崎　　勉（横越中） 新潟・中央区 小林　和男（栄小）
新 潟 ・ 南 区 会田　政弘（月潟中） 新潟・秋葉区 安達　　徹（新津第二小）
新潟・西蒲区 串田とよ子（中之口東小） 新 潟 ・ 西 区 新井　秀和（東青山小）

学　
　

校

特
別
支
援

聴 覚 障 害 横田　敏盛（県立長岡聾） 病 弱 中田　俊幸（県立柏崎特別支援）
視 覚 障 害 小西　　明（県立新潟盲） 知 的 障 害 大竹　嘉則（新大附属特別支援）
肢 体 不 自 由 小山　真樹（県立上越特別支援）

　県特支研の役員、事業、会報などの情報や
特別支援学校へのリンクはこちらから

　地区大会・研究部の情報や個人・団体の実践
はこちらから

　新規事業として特別支援学校のセンター的機
能活用のための、アンケート調査の結果です。
　県内の小中学校がどのようなセンター的機能
の活用を望んでいるかを調査した結果も載せて
あります。

県特支研のホームページをご覧下さい

URL　http：//www.niigata-inet.or.jp/kentokusiken/　　E-mail　tokusi＠niigata-inet.or.jp
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全国特別支援教育研究連盟関連

テーマ　「新しい時代の教育を創ろう！～一人一人が豊かに生きるために～」
期　日　８月８日（金）
会　場　千葉市民会館ほか
県内職員派遣
　第２分科会　通常学校における特別支援・授業改善（小学校）
　　　　　　　提案者　南魚沼市立北辰小学校　笹岡　るり子　教諭
　　　　　　　司会者　南魚沼市立塩沢小学校　堀口　生雄　　教諭
　第10分科会　教科の教育①（国語、算数・数学）
　　　　　　　提案者　長岡市立寺泊小学校　　藤塚　仁志　　教諭
　　　　　　　司会者　長岡市立総合支援学校　吉橋　　哲　　教頭

○妙高大会　８月19日（火）
　会　　場　妙高市文化ホールほか
　大会主題　�「自立と社会参加を目指した

途切れのない支援のあり方」
　講　　師　東京都日野市立
　　　　　　　　　日野第三小学校長
� 京　極　澄　子　様
　演　　題　授業のユニバーサルデザイン

○長岡東大会　11月11日（火）
　会　　場　中之島中央小学校
　大会主題　�「人とのかかわりを広げ、

豊かに生きる力をはぐくもう」
　講　　師　拉致被害者
　　　　　　　新潟産業大学准教授

　　　　　　蓮　池　　　薫　様

○村上・岩船大会　11月28日（金）
　会　　場　村上市教育情報センターほか
　大会主題　�「多様な学びの場で、共に学ぶ

特別支援教育の充実を目指して」
　内　　容　�分科会提案者を１名として十

分な協議時間を確保

○知的障害部　８月4日（月）
　会　場：白根学習館ラスペックホール
　講　演：「天使がこの世に降り立てば」
　　　　　　～ダウン症の娘と共に生きて～
　講　師：金澤　泰子　様　（書家）

○自閉症・情緒障害部　７月30日（水）
　会　場：中之島文化会館
　講　演：「医学・脳科学から“キレる子”

“我慢できない子”等を考える」
　講　師：文教大学　教育学部学校教育課程

　　　　　教授　成　田　奈緒子　様

○肢体不自由・病弱・身体虚弱部
� ７月29日（火）
　会　場：見附市立今町小学校
　講　演：「ソチ・パラリンピックに出場して」
　講　師：�ソチ・オリンピック　ノルディック

　　　　スキー日本代表  出来島　桃　子　様

○言語・難聴部　７月28日（月）
　会　場：長岡市立教育センター
　講　演：吃音支援の在り方
　講　師：九州大学病院耳鼻咽喉科医師
� 医学博士　菊　池　良　和　様

平成26年度　研究大会の紹介

第48回全日本特別支援教育連盟
関東甲信越地区特別支援教育研究協議会　千葉大会

地区大会の予定

各部の研修予定
新潟県特別支援教育
研究会関連


